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【方法】6 週齢 Sprague-Dawley 系雄性ラットを用い，対照群，アレルギー性
鼻炎モデル群，アレルギー性鼻炎モデル群に 2 種類の濃度のロズマリン酸
（1mg/kg, 3mg/kg）を腹腔内投与した群の 4群に分けた．アレルギーの誘発に
は toluene2,4-diisocyanate （TDI）を用いた．酢酸エチルとオリーブ油 1：4
の混合液に TDIを混合し，10％TDI酢酸エチル溶液を作製し，1日 1回，連続
5日間の投与を，中 2日空けて計 2クール行った．ロズマリン酸は 21日間 1日














ン等のケミカルメディエーターの刺激により，SP や CGRP は C 線維の軸索反
射により，NGFは好酸球や好塩基球より分泌され，遅発相における鼻閉や更な
るアレルギー症状の増悪に関与している．ロズマリン酸の投与により，鼻過敏
症状ならび SP，CGRPの分泌増加が有意に抑制された．ロズマリン酸がアレル
ギー性鼻炎に対して有効であり，その作用機序の 1つとして SP，CGRPの分泌
抑制が関与していることが示唆された． 
